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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

高強度の近赤外フェムト秒レーザーパルスを水に集光すると、多光子吸収によりその集光点で爆発的な水の形態

変化が誘起され、衝撃波およびキャビテーションバブルが発生する。本研究では、この衝撃波およびキャビテー

ションバブルの発生過程で生じる衝撃力を原子間力顕微鏡 (AFM)により検出できるシステムを構築し、その評価
を行ってきた。本年度は、フェムト秒レーザー誘起衝撃力をAFM探針により定量評価した結果を用いて、細胞に
荷重される衝撃力の大きさをシミュレーションにより評価し、細胞と力の相互作用に関する理解を深めた。特に

、血管内皮細胞に白血球が吸着した共培養系における血管内皮細胞と白血球の接着力の評価、タイトパッキング

した上皮細胞の培養系における上皮細胞同士の接着力の評価を詳細におこなった。その結果、これらの培養系に

おける細胞間の接着形態が全く異なるにも関わらず、同じ基準でそれらの接着力が評価できるという、これまで

にない画期的な方法論の確立に至った。この成果は大きく評価され、主たる成果は米国アカデミー紀要（

Proceedings of the National Academy of Sciences of USA）に掲載され、朝日、読売、産経など６社以上の新聞に報
道された。さらに現在、この研究を発展させ、生体組織内の内部応力を定量評価するための新たな計測手法を確

立していこうと考えている。生物の発生段階において、その形状形成の方向性はまず組織内の内部応力分布とし

て反映される。AFM探針を生体組織にコンタクトさせて、そこに衝撃力を付加し、その後のAFM探針の振動挙動
を解析することにより、従来になかった新しい生体組織の評価方法が確立できると考えられ、今後この方針でこ

の研究を発展させていきたいと考えている。  
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